
 

 

挑戦し続けられる目標を 

１年学年担任  角谷 佳子 

 早いもので今年もあと数日で終わろうとしています。入学してから９か月、一気に駆け抜けていったよう

に感じます。 

 さて、今年の１２月、吉野彰さんがリチウムイオン電池の開発で、ノーベル化学賞を受賞しました。色々

なメディアで、吉野さんに関する特集が組まれました。そのような中で、中日新聞こどもウィークリーのインタ

ビュー記事の中に「苦労して苦労して、もうあかんとなった時、何とかなるという気持ちになる。」という言葉

がありました。リチウムイオン電池は、スマートフォンやパソコン、電気自動車と現在の技術には欠かせな

いものですが、開発にはとても苦労があったそうです。新しい技術を発見、研究し、実際に売れる確率は

100 万分の１だといわれており、この電池の研究中も成果がなければ人員を減らすと会社から宣言され

ていたそうです。結果が出ず、少なくなった人数の中、この研究は無駄だと言われながら、失敗を繰り返

し続けた結果、未来につながる技術を開発しました。 

 吉野さんは、子どもたちに向けて「どんな道を選ぶにしても、自分の目標さえしっかり持てば、必ず達成

できる」とメッセージを送っています。目標を設定しても必ず達成できるとは限らず、上手くいかない場合が

多いです。しかし、吉野さんのように、100 万分の１の可能性であっても成功するまで繰り返し挑戦し続け

ることで目標を達成することができるかもしれません。新しい年を迎えるにあたり、子どもたちが自分自身で

挑戦し続けられる目標を設定し、それに向かって頑張っていけるよう、見守っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第１学年 学年通信 

令和元年 １２月２３日 

知立市立知立中学校 No. ９  

＜集金について＞ 

１月の集金は、５，５８５円です。銀行口座振替日は、１月１５日（水）です。 

１月７日の予定 

【日程】 

  ８：10         入室完了 

  ８：15 ～ ８：25  課題回収、朝の会 

  ８：30 ～ 11：05  １～３限の授業（45分授業） 

 11：20 ～ 11：40  全校集会 

 11：50 ～ 12：00  帰りの会、簡単清掃、さようなら 

【持ち物】 

１～３限の授業の用意、冬休みの課題、給食エプロン、ひろみ、ぞうきん１枚 

習字道具…１月９日（木）の書き初めで使います 

【その他】 

・給食を食べずに下校となります。午後の部活動はありません。 

・この日に身だしなみ点検をします。頭髪や、服装を整えてきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日 
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３ ４ 
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６  

 

 

７ 部× 

全校集会 

 

下校 12:00 

８ 部〇 

給食開始 

 

 

９  部× 

 

 

下校 15:10 

１０ 部〇 

 

 

 

１１ 

 

１２ 

 

    社 15 英プリント 国 23  数 21   

１３  

成人の日 
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下校 16:00 

１７ 部× 

 

 

 

下校 16:00 

１８ １９ 

   理 20  社 16  英プリント  国 24   

２０ 部× 

 

 

 

 

下校 16:05 

２１ 部〇 

 

 

 

 

 

２２ 部〇 

 

 

 

 

 

２３ 部× 
 

 

 

 

下校 16:05 

２４ 部〇 
職場訪問 

弁当持ち 

 

 

 

２５ 

 

２６ 

 

   数 22 理 21 社 24 英 p.58、59    国 25   

２７ 部× 

 

 

下校 16:05 

２８ 部〇 

 

 

 

２９ 部〇 

 

 

下校 15:10 

３０ 部× 

 

 

下校 16:05 

３１ 部〇 

 

 

下校 15:10 

  

数 p.58、59    理 22  社 25 英 22  国 26   

【 ２月の主な行事予定 】 

１０日（月）全校集会 

１３日（木）テスト発表  

１４日（金）委員会 

２０日（木）２１日（金）学年末テスト 

２７日（木）3年生を送る会 

 

休日の活動日程は、それぞれの部活動の予定表を確認してください。 

平日の部活動は、１６：３０下校です。 

 

学校公開週間 

１ 月 の 予 定 

 ２４日（金）は午後から

職場訪問のため、お弁当の

用意をお願いします。訪問

する事業所によって、下校

する時刻が多少前後します

が、16:30 には全員下校す

る予定です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長距離継走・マラソン大会 

当日はすごく緊張しました。「最下位にならないかな」とプレッシ

ャーを感じました。だけど、クラスに貢献しないといけないと思い、

全力で走る決意をしました。そして、僕にタスキが渡されたとき、皆

が応援をしてくれました。その応援に応えようと全力で走り切り、団

席に戻ってきたときに「よく頑張ったね」「ナイス！」とみんなが言っ

てくれて、とても嬉しかったです。         （１組 繁野太一） 

クラス一人一人が最後まであきらめず、一人でも多く人を抜か

そうとしていることに感動しました。私はもともと走るのが苦手で嫌

だなと思っていました。だけど、クラスのために全力を出して走り、

自己ベストタイムを更新することができました。練習をやってよか

った、楽しかったという気持ちがあります。他のクラスの子が遅れ

て一人で走っているときに、自分たちのクラスではないけれど応

援をすることができていたので、より深い団結ができたと思いま

す。                         （４組 遠山令奈） 

 マラソン大会当日までは、走りたくないなと思っていたけど、走

ってみるといつもと違って楽しかったです。みんなが走っていると

き、全力で応援できていたと思います。みんなで歌を歌ったり、ゴ

ールをしたら拍手をしたりしていました。協働ができていると思いま

した。がんばって走った後のおしるこや豚汁はとてもおいしかった

です。                        （３組 河田笑輝） 

 私は女子の継走大会でアンカーとして走りました。みんながタスキ

をつないでくれて、２位といういい順位でゴールすることができました。

ゴールして団席に戻った後、みんなの「やったね！」「ありがとう！」な

どの喜びの声を聞いてとても嬉しかったです。みんなでつなげたタス

キでゴールできたので協働できたと思いました。感動したことは、男

子の継走で２組が最後だった時です。アンカーがゴールに近づいて

きたとき、学校中のみんなが応援していて、頑張っている姿に感動し

ました。走り切った後、本当にいい思い出ができたなと思いました。 

（２組 松本寧音） 



 

＜職場訪問について＞ 

総合的な学習の時間では、キャリア教育について取り組んでいます。そして、1 月２４日

（金）には、職場訪問に出かけます。将来の夢や目標に向けて考え、現在気になっている職

業について、実際に働いている人々の声を聞いてきます。徒歩通学圏内は、徒歩で出かけま

すが、それ以外は自転車で出かけます。そのため、自転車とヘルメットが必要になりますの

で、お子さんに聞いていただき、自転車で出かける場合は、準備（点検も含め）をよろしく

お願いします。また、雨天でも出かけますので、カッパ等の雨具の準備もお願いします。さ

らに、当日は 1年生のみ弁当もちです。併せてお願いいたします。 

 私は継走で３番目に走りました。走っている途中で２人に抜かされ

てしまって、かなり遅れをとってしまいました。後から、「私のせいで

…」と考えていました。でもみんなが「全力ならいいよ」「がんばってい

たの伝わったよ」と言ってくれて、とてもうれしかったです。遅れてしま

ったのは本当に後悔しています。だから来年はマラソンか継走で今

よりも速く走りたいです。                （５組 杉浦愛望） 

 自分が走っているときに、自分のクラスだけでなく、他のクラスや

学年も応援をしていたので、「one team」だなと思いました。また、

一人一人が全力で走り、全力で応援していて、かっこいいなと感じ

ました。走っている途中でケガをしてしまっても、あきらめず一生懸

命走っている姿を見て、「これが団結だな」と思い、感動しました。 

（６組 居島美音） 

 走る前は少し緊張していて、いやだなと思っていました。走り出し

た一歩目は、寒さと緊張で、足に違和感がありました。1 周目が終

わってからは、きついけど、止まったら自分に負けることになると思

ったので、ペースを少し上げて走りました。結果は練習のときより 30

秒くらい縮まっていて、楽しいと感じられました。走りながら、みんな

が応援している姿を見て、頑張っている人を応援するのはいいなと

思いました。                      （７組 川口陽登） 


